
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　帯状の記録紙をロール状に巻回したロール記録紙が 収納される記録紙収納室
と、前記ロール記録紙の外周に当接してロール記録紙を送り出し方向に回転させる給紙ロ
ーラとを備えた記録紙収納装置において、
　

　

　

　

　を設けたことを特徴とする記録紙収納装置。
【請求項２】
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一方向から

前記記録紙収納室に固定して設けられ、前記ロール記録紙の両端にある一対の軸を前記
一方向から受け入れる開放部を各々有し、前記一対の軸を回転自在に支持する一対の軸受
け部と、
前記給紙ローラに対して送り出し方向とは逆の方向に向けて所定間隔離れた位置を押さえ
る押さえ部材と、

一端が前記給紙ローラの回転軸に取り付けられ、他端に前記押さえ部材を取り付けた支
持板と、

前記給紙ローラに対して送り出し方向に所定間隔離れた位置に設けられ、前記ロール記
録紙から外周先端を分離する分離板と、

前記給紙ローラと前記押さえ部材とを、前記ロール記録紙の外周に押圧する押圧位置と
、前記記録紙収納室にセットする時に前記ロール記録紙が通る領域外に退避させる退避位
置との間で移動させる移動機構と、

前記支持板を前記分離板に向けて延ばしてその延長した端に第２の押さえ部材を取り付



【請求項３】
　

【請求項４】
　

【請求項５】
　

【請求項６】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、給紙マガジンやプリンタに用いられ、感熱記録紙や印画紙などのロール状の記
録紙を交換可能に収納する記録紙収納装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
特開平１０－２９１３５０号公報や特開２００１－１９２１５２号公報には、プリンタ等
に用いられる給紙マガジンが提案されている。この給紙マガジンは、ロール記録紙を収納
するケース本体と蓋とから構成されている。ケース本体には、給紙ローラが組み込まれて
いる。給紙ローラは、プリンタ側から駆動されて回転し、ロール記録紙をマガジンからプ
リンタ内に送り出す。この送り出しを確実にするために給紙マガジンには、一般的に押圧
機構、分離板、ガイド部材などが設けられている。押圧機構は、ロール記録紙の最外周を
常に給紙ローラに向けて押圧する。分離板は、ロール記録紙の外周のうちの給紙ローラが
当接する位置から記録紙の送り出し方向に所定間隔離した位置に設けられており、ロール
記録紙の最外周の先端を掬う。ガイド部材は、分離板で掬われた記録紙の先端を給紙マガ
ジンの送出口に向けてガイドする。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述した給紙マガジンでは、ロール記録紙をセットするときに、記録紙の
外周先端を給紙ローラとの間に挟み込む必要があるとともに、給紙ローラが当接する位置
から分離板を超えない狭い範囲に記録紙の外周先端が位置するようにセットする必要があ
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け、前記第２の押さえ部材で前記ロール記録紙の外周のうちの前記給紙ローラと前記分離
板との間の位置を押さえるようにしたことを特徴とする請求項１記載の記録紙収納装置。

前記移動機構は、先端がロール記録紙の外周に接近する接近位置とこれから退避する退
避位置との間で前記分離板を移動させることを特徴とする請求項１又は２記載の記録紙収
納装置。

前記記録紙収納室に設けられ、圧接位置と圧接解除位置との間で操作される操作部と、
　前記操作部を圧接位置に操作することにより、前記給紙ローラ及び前記押さえ部材が押
圧位置に移動し、また、圧接解除位置に操作することにより前記給紙ローラ及び前記押さ
え部材が一緒に退避位置に移動するように、前記移動機構を連動させる操作部リンク機構
と、
　を備えたことを特徴とする請求項１記載の記録紙収納装置。

前記記録紙収納室に設けられ、圧接位置と圧接解除位置との間で操作される操作部と、
　前記操作部を圧接位置に操作することにより、前記給紙ローラ、前記押さえ部材、及び
、第２の押さえ部材とが一緒に押圧位置に移動し、また、圧接解除位置に操作することに
より前記給紙ローラ、前記押さえ部材、及び、前記第２の押さえ部材とが一緒に退避位置
に移動するように、前記移動機構を連動させる操作部リンク機構と、
　を備えたことを特徴とする請求項２記載の記録紙収納装置。

前記記録紙収納室に設けられ、圧接位置と圧接解除位置との間で操作される操作部と、
　前記操作部を圧接位置に操作することにより、前記給紙ローラ、前記押さえ部材、及び
、第２の押さえ部材が押圧位置に、かつ、前記分離板が接近位置に、それぞれ一緒に移動
し、また、圧接解除位置に操作することにより前記給紙ローラ、前記押さえ部材、前記第
２の押さえ部材、及び、前記分離板とが一緒に退避位置に移動するように、前記移動機構
を連動させる操作部リンク機構と、
　を備えたことを特徴とする請求項３記載の記録紙収納装置。



った。このため、ロール記録紙のセット作業に手間がかかっていた。しかも、記録紙の外
周先端を分離位置と給紙ローラとの間の狭い範囲に合わせるときに、ロール記録紙を回転
させるため、ロール記録紙が手アカなどで汚れてしまう、という欠点もある。
【０００４】
本発明は、上記課題を解決するためのものであり、記録紙の先端の位置を合わせる作業を
簡便に行えるように工夫した記録紙収納装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明の記録紙収納装置では、

これによれば、
ロール記録紙の外周先端の位置合わせの

範囲が押さえ部材と給紙ローラとの間の広い範囲となり、ロール記録紙のセット作業が簡
便になる。押さえ部材としては、ローラや板バネ、あるいは線材を丸く折り曲げた部材な
どを用いることができる。押さえ部材の個数としては、ロール記録紙の外周のうちの給紙
ローラがロール記録紙に当接する位置を挟んだ両側に２個設けてもよい。
【０００６】
　

【０００７】
　

よってロール記録紙のセットが容易に行える。
【０００８】
　

さらに、 ロール記録紙に押される移動に連動して押さえ部
材を押圧位置に近づく方向に一段分だけ移動させ、給紙ローラの圧接位置への移動に連動
して押さえ部材を押圧位置に移動させるように構成
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明に係る記録紙収納装置を給紙マガジンとして説明する。給紙マガジンは、プリンタ
のマガジン装填室にセットして用いられる。その給紙マガジンには、プリンタ側から駆動
が伝達されることで記録紙をプリンタ内に送り出す給紙機能と、収納した記録紙を保護す
るための遮光性及び気密性を高める機能とを持っている。
【００１０】
給紙マガジン１０は、図１に示すように、矩形な直方体の形状をしたマガジン１１、マガ
ジン１１内に収納される記録紙ロールユニット１３、給紙ローラ１４、分離部１５、ガイ
ド部材１６、押さえ部１７、及び、ローラ移動機構１８などで構成されている。マガジン
１１は、蓋１９とケース本体２０とからなる。ケース本体２０には、一対のガイド板２１
が所定間隔離して取り付けられている。一対のガイド板２１には、対向する面に、Ｕ字状
の軸受け部２２がそれぞれ取り付けられている。軸受け部２２は、開放側を上に向けた姿
勢となっている。一対の軸受け部２２には、記録紙ロールユニット１３の両端に張り出し
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記録紙収納室に固定して設
けられ、ロール記録紙の両端にある一対の軸を一方向から受け入れる開放部を各々有し、
前記一対の軸を回転自在に支持する一対の軸受け部と；給紙ローラに対して送り出し方向
とは逆の方向に向けて所定間隔離れた位置を押さえる押さえ部材と；一端が給紙ローラの
回転軸に取り付けられ、他端に押さえ部材を取り付けた支持板と；給紙ローラに対して送
り出し方向に所定間隔離れた位置に設けられ、ロール記録紙から外周先端を分離する分離
板と；給紙ローラと押さえ部材とを、ロール記録紙の外周に押圧する押圧位置と、記録紙
収納室にセットする時にロール記録紙が通る領域外に退避させる退避位置との間で移動さ
せる移動機構と；を備えたものである。 給紙ローラの回転軸に一端を取り
付けた支持板の他端に押さえ部材を設けたから、

なお、給紙ローラと分離板との間に第２の押さえ部材を設けてもよい。この場合には、
支持板を分離板に向けて延ばしてその延長した端に第２の押さえ部材を取り付けるのが望
ましい。

この第２の押さえ部材を移動機構により給紙ローラと一緒に押圧位置と退避位置との間
で移動させるようにしてもよい。そして、給紙ローラと押さえ部材との退避位置を、ロー
ル記録紙のセット時にロール記録紙が通る領域外に設定すると、ロール記録紙をセットす
る時に邪魔になることがなく、

また、分離板を移動機構により給紙ローラ及び押さえ部材と一緒に移動させるようにし
てもよい。 第２の押さえ部材が

してもよい。



た軸４３，４４が挿入される。これにより、記録紙ロールユニット１３が一対のガイド板
２１の間に収納される。記録紙ロールユニット１３は、ロール記録紙２４をもっている。
【００１１】
蓋１９は、ケース本体２０にヒンジ２５を介して開閉自在に取り付けられている。蓋１９
とケース本体２０とが合わされる面には、内部を気密にするためのパッキンが取り付けら
れている。
【００１２】
給紙ローラ１４は、ロール記録紙２４を送り出し方向に回転させるためのものであり、ロ
ール記録紙２４の外周を圧接する圧接位置とこれから離れる退避位置との間で移動自在に
設けられている。
【００１３】
押さえ部１７は、第１及び第２押さえローラ２６，２７とで構成されている。第１及び第
２押さえローラ２６，２７は、ロール記録紙２４の外周のうちの給紙ローラ１４が当接す
る位置を挟んだ両側で圧接するようにそれぞれ設けられており、これらローラ２６，２７
もロール記録紙２４の外周を押さえる押圧位置とこれから離れる退避位置との間で移動す
る。
【００１４】
ローラ移動機構１８は、マガジン内に設けた操作部３０の操作に連動して給紙ローラ１４
を移動させるとともに、操作部３０の操作に連動して第１及び第２押さえローラ２６，２
７も移動させる。なお、第１及び第２押さえローラ２６，２７を給紙ローラ１４の移動に
連動して移動させてもよい。操作部３０は、蓋１９を開けることで露呈され、給紙ローラ
１４を圧接位置に、また、第１及び第２押さえローラ２６，２７を押圧位置に移動させる
圧接位置と、これらを退避位置に移動させる圧接解除位置との二位置の間で操作される。
ロール記録紙２４を取り出すときには、操作部３０を圧接解除位置に操作して各ローラ１
４，２６，２７を退避位置に退避してから取り出す。
【００１５】
分離部１５は、分離板３１と分離板位置決め用ローラ３２とで構成されている。分離板３
１は、ロール記録紙２４の先端を掬うためのものであり、ロール記録紙２４の最外周に対
して一定間隔離した接近位置とこれから退避する位置との間で移動自在に設けられている
。
【００１６】
分離板位置決め用ローラ３２は、ロール記録紙２４の外周のうちの分離板３１が接近する
位置よりも記録紙の送り出し方向に所定距離離れた位置に、分離板３１と一緒に移動する
ように設けられており、記録紙４０に接触したときに分離板３１の先端を接近位置に位置
決めするためのものである。この分離部１５も、操作部３０の操作に連動して移動する。
なお、給紙ローラ又は第１及び第２押さえローラ２６，２７を給紙ローラ１４の移動に連
動して移動させてもよい。
【００１７】
ケース本体２０の底には、記録紙４０の出入り口となる送出口３４が形成されている。送
出口３４には、遮蔽蓋３５が取り付けられている。遮蔽蓋３５は、送出口３４を遮蔽する
遮蔽位置と開く開き位置との間で開閉し、通常はバネにより遮蔽位置に向けて付勢されて
いる。この遮蔽蓋３５は、プリンタ側の駆動部材によって給紙時に押圧されて開き位置に
移動する。
【００１８】
ガイド部材１６は、分離板３１で掬われたロール記録紙２４の外周先端を送出口３４に向
けてガイドする。
【００１９】
記録紙ロールユニット１３は、図２に示すように、交換されるロール記録紙２４と一対の
ペーパーホルダ３７，３８とからなる。ロール記録紙２４は、断面中空筒状の巻芯３９に
記録紙４０を巻いた形態となっている。
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【００２０】
　ペーパーホルダ３７，３８は、巻芯３９の両側に着脱自在に取り付けられる。ペーパー
ホルダ３７，３ 、巻芯３９の一側面の開口に挿入されるドラム部４１ とドラム
部４１，４２の一方に突出した軸４３，４４とをもっている。ドラム部４１，４２は、巻
芯３９の内周に接して巻芯３９を支持する。
【００２１】
軸４３，４４は、ドラム部４１，４２を支持するとともに、ドラム部４１，４２から突出
した部位が軸受け部２２に支持される。そして、ドラム部４１，４２には、一方向クラッ
チが内蔵されている。一方向クラッチは、ロール記録紙２４を送り出し方向に回転させる
ときに軸４３，４４とドラム部４１，４２との駆動伝達を断ち、記録紙４０を巻き取る巻
き取り方向に回転させるときに軸４３，４４とドラム部４１，４２との駆動伝達を行う。
これにより、給紙時には、軸４３，４４とドラム部４１，４２とがフリーとなり、ロール
記録紙２４を給紙ローラ１４のみによって送り出し方向に回転させる。そして、巻き取り
時には、一方のペーパーホルダ３８の軸４４に設けたギヤ４５にプリンタ側からの駆動が
伝達されてロール記録紙２４を直接に巻き取り方向に回転させる。
【００２２】
ローラ移動機構１８は、図３及び図４に示すように、ローラ移動機構１８と操作部リンク
機構５１とから構成される。ローラ移動機構１８は、給紙ローラ１４、第１及び第２の押
さえローラ２６、２７、分離板３１、分離板位置決め用ローラ３２を一緒に移動させる機
構であり、給紙ローラ支持部材、第１及び第２押さえローラ支持部材、及び分離部支持部
材とから構成されている。
【００２３】
給紙ローラ支持部材は、一対の給紙ローラ支持板５３，５４とこれらの給紙ローラ支持板
５３，５４を繋ぐ連結板５５、及び連結棒５６とで構成されている。一対の給紙ローラ支
持板５３，５４は、Ｌ字形状をしており、各給紙ローラ支持板５３，５４は、一端５３ａ
，５４ａがガイド板に設けた回動軸５７に回転自在に支持されており、給紙ローラ１４を
圧接位置に移動させる押し当て位置と退避位置に移動させる押し当て解除位置との間で回
転する。この押し当て位置に向けての回転方向は、給紙ローラ１４をロール記録紙２４の
中心に向かって移動させる方向となっている。これら給紙ローラ支持板５３，５４は、ス
トッパ５８に当接した位置が押し当て解除位置となっている。給紙ローラ支持板５３，５
４の他端５３ｂ，５４ｂは、給紙ローラ１４の軸１４ａを回転自在に支持している。連結
棒５６は、給紙ローラ支持板５３，５４の屈曲する要部５３ｃ，５４ｃを連結しており、
また連結板５５は、一端５３ａ，５４ａと要部５３ｃ，５４ｃとの間に取り付けられてい
る。
【００２４】
第１及び第２ローラ支持部材は、「く」の字状をした押さえローラ支持板６０，６１と、
押さえローラ支持板６０，６１の回転を規制する規制部材６２，６３とで構成されている
。押さえローラ支持板６０，６１は、鈍角側をロール記録紙２４に向けた姿勢で配されて
おり、屈曲する要部６０ａ、６１ａが給紙ローラ１４の軸１４ａに回転自在に支持され、
給紙ローラ支持板５３，５４が押し当て位置のときにロール記録紙２４の外周にそれぞれ
が当接するように第１及び第２の押さえローラ２６，２７を押圧位置に移動させる。
【００２５】
第１押さえローラ２６は押さえローラ支持板６０，６１の一端６０ｂ，６１ｂに回転自在
に取り付けられ、また、第２押さえローラ２７は押さえローラ支持板６０，６１の他端６
０ｃ，６１ｃに回転自在に取り付けられている。これら第１及び第２押さえローラ２６，
２７は、所定間隔を保った状態で給紙ローラ１４の軸１４ａを中心として一緒に回転する
。規制部材６２，６３は、第１及び第２押さえローラ２６，２７が反転しないように回転
範囲を規制している。なお、本実施形態では、３つのコロローラを軸方向に所定間隔離し
て設けた構成を第１押さえローラ２６としている。また、第２押さえローラ２７は、軸方
向の両側に一対設けた構成となっており、ロール記録紙２４の外周先端の中央部を分離板
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３１で掬えるようにロール記録紙２４の幅方向の両端側に当接する。そして、分離板３１
は、ロール記録紙２４の外周先端の中央部を掬うように、ロール記録紙２４の幅方向に沿
った長さのうちの第２押さえローラ２７が当接する範囲を除く中央部に対応した長さとな
っている。
【００２６】
分離部支持部材は、一対の分離部支持板７０，７１とこれらを繋ぐ分離部連結板７２とか
ら構成されている。一対の分離部支持板７０，７１は、一対の給紙ローラ支持板５３，５
４の間に所定間隔離して配されており、その一端７０ａ，７１ａは回動軸５７に回転自在
に取り付けられている。分離部連結板７２は、一対の分離部支持板７０，７１を連結した
平板となっており、上面には分離板３１と分離板位置決め用ローラ３２とが固定して設け
られている。分離部連結板７２の下方には連結板５５が接して配されている。一対の分離
部支持板７０、７１は、連結板５５と一緒に移動する。
【００２７】
　操作部リンク機構５１は、レバー８０、中間板８１、回動板８２、及び圧接用バネ８３
、解除用バネ８４とで構成されている。レバー８０は、ガイド板２１に設けた軸８５に回
転自在に取り付けられており、軸８５を挟んだ一端８０ａにスロット８６から露呈した操
作部３０が、他端８０ｂが中間板８１の一端８１ａに連結されている。操作部３０は、レ
バー に 突起と、スロット８６内に設けた凹部との結合によ 接位置と圧接解
除位置とでクリック結合される。中間板８１は、水平方向に移動自在に取り付けられてお
り、他端８１ｂが回動板８２の一端８２ａに連結されている。回動板８２は、ガイド板２
１に設けた軸８７を中心として回転自在に取り付けられており、操作部３０を圧接解除位
置に操作したときには図示のように倒伏位置に、また操作部３０を圧接位置に操作したと
きには軸８７を中心として時計方向に回転して起立位置に回転する。
【００２８】
圧接用バネ８３は、回動板８２の一端８２ａと給紙ローラ支持板５４とに掛けられた引っ
張りバネとなっており、回動板８２が起立位置のときに給紙ローラ支持板５３，５４を押
し当て位置に向けて引っ張り付勢し、また、回動板８２が倒伏位置のときには引っ張り付
勢を解除する。
【００２９】
解除用バネ８４は、回動板８２の軸８７を挟んだ他端８２ｂとガイド板２１に設けたバネ
受け部８８とに掛けられた引っ張りバネとなっており、回動板８２が倒伏位置のときに操
作部３０を圧接解除位置に操作する方向にレバー８０を引っ張り付勢し、また、回動板８
２が起立位置のときには前記引っ張り付勢を解除する。
【００３０】
　レバー８０には、ケース本体 の外部に設けた押さえ忘れ防止用レバー８９が連結さ
れている。この押さえ忘れ防止用レバー８９は、レバー８０と一緒に回転するようになっ
ており、操作部３０を圧接位置に操作するのを忘れた場合に、プリンタなどのマガジン装
填部に設けた突起などに押されて操作部３０が圧接位置に操作されるようレバー８０を自
動的に回転させる。
【００３１】
給紙ローラ１４への駆動伝達は、ベルト方式となっている。ベルトは、回動軸５７の端と
連結棒５６とに設けたプーリ９０，９１に掛けられている第１ベルト９３と、連結棒５６
と給紙ローラ１４の軸１４ａの端に設けたプーリ９４，９５に掛けられた第２ベルト９６
とで構成されている。回動軸５７のプーリ９０の軸は、ケース本体２０の外部に露呈して
おり、露呈した軸にはギヤ９７が取り付けられている。ギヤ９７には、プリンタ側の駆動
が入力される。その駆動が第１及び第２ベルト９３，９６を通じて給紙ローラ１４の軸１
４ａに伝達される。プリンタ側の給紙ローラへの駆動系には一方向クラッチが配されてお
り、給紙時に駆動を給紙ローラ１４に伝達し、巻き取り時には駆動伝達を解除して給紙ロ
ーラ１４をフリーにする。
【００３２】
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次に上記構成の作用を説明する。記録紙ロールユニット１３を組み立てる場合には、巻芯
３９の両端の開口にペーパーホルダ３７，３８のドラム部４１，４２を挿入する。挿入後
には、ペーパーホルダ３７、３８の両側の軸４３，４４を持って給紙マガジン１０にセッ
トする。
【００３３】
給紙マガジン１０の蓋１９を開け、記録紙ロールユニット１３をケース本体２０の内部に
挿入する。この挿入は、記録紙ロールユニット１３の両軸４３、４４を軸受け部２２に挿
入する。このとき、図５に示すように、操作部３０が圧接解除位置にクリック止めされて
いる。この状態では、回動板８２が倒伏位置に回転している。クリック機構は、解除用バ
ネ８４の付勢により操作部３０の圧接位置に向けてレバー８０が回転するのを阻止してい
る。
【００３４】
また、回動板８２が倒伏位置になっているため、圧接用バネ８３の引っ張り付勢がなく、
よって給紙ローラ支持板５３，５４がストッパ５８により押し当て解除位置に保持されて
いる。このため、給紙ローラ１４は退避位置に位置している。また、第２押さえローラ２
７が、セットされたときのロール記録紙２４の外周輪郭内に入り込むように、規制部材６
２が押さえローラ支持板６０，６１の回転を規制している。このため、第１押さえローラ
２６は、記録紙ロールユニット１３をセットするときにロール記録紙２４が通る範囲Ａの
外に位置している。したがって、ロール記録紙２４の装填時に、前記範囲Ａ内に入り込ん
で押さえる押さえローラ２６が邪魔になることはない。
【００３５】
記録紙ロールユニット１３をセットすると、ロール記録紙２４の外周に第２押さえローラ
２７が当接し、ロール記録紙２４が第２押さえローラ２７を僅かに押す。このため、図４
に示すように、押さえローラ支持板６１が給紙ローラ１４の軸１４ａを中心として時計方
向に回転し、第１押さえローラ２６がロール記録紙２４の外周に向けて寄る。このとき、
未だ第１及び第２押さえローラ２６，２７にはロール記録紙２４の外周を押さえる力が加
わっていない。このように、第２押さえローラ２７は、第１押さえローラ２６を押圧位置
に向けて一段分だけ移動させる補助ローラの作用ももっている。
【００３６】
記録紙ロールユニット１３をセットするときには、ロール記録紙２４の外周先端の位置を
確認しながら行う。このロール記録紙２４の先端の位置は、図４に示すように、ロール記
録紙２４の外周のうちの第１押さえローラ２６と給紙ローラ１４とが圧接する範囲Ｂに納
まっていれば良い。なお、本発明では、第２押さえローラ２７を設けているから、ロール
記録紙２４の先端の位置を、給紙ローラ１４を挟んだ両側の押さえローラ２６，２７との
間の範囲に合わせても確実に送り出すことができる。このように、給紙ローラ１４に加え
て押さえローラ２６を設けたから、ロール記録紙２４をセットするときに、ロール記録紙
２４の外周先端の位置合わせに余裕ができ、よってセット作業を簡便に行うことができる
。
【００３７】
その後、操作部３０を圧接位置に操作する。操作部３０を操作するとクリック結合が解除
され、レバー８０が軸８５を中心として反時計方向に回転し、中間板８１を右方向に移動
させる。これにより、解除用バネ８４の付勢に抗して回動板８２が起立位置に回転する。
回動板８２は、回転範囲のほぼ中間位置が２つのバネ８３，８４のバネ付勢がなくなる死
点位置となっており、倒伏位置から死点位置までは解除用バネ８４の付勢により回転し、
死点位置から起立位置までは圧接用バネ８３の付勢に抗して回転する。
【００３８】
この圧接用バネ８３の付勢に抗して回動板８２が回転する途中で、圧接用バネ８３の反力
により給紙ローラ支持板５３，５４を押し当て位置に向けて移動させる。そして、操作部
３０が圧接位置にクリック止めされたときには、回動板８２が起立位置に回転し、このと
き圧接用バネ８３の反力により給紙ローラ支持板５３，５４を押し当て位置に向けて強く
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引っ張り、給紙ローラ１４がロール記録紙２４の外周に一定の押圧で押し付けられる。こ
の圧接用バネ８３による押し付けは、給紙ローラ１４をロール記録紙２４の中心に向けて
寄せる方向となっているから、ロール記録紙２４がなくなるまで継続される。
【００３９】
給紙ローラ１４が圧接位置に移動すると、図６に示すように、第１及び第２の押さえロー
ラ２６，２７がロール記録紙２４の外周にそれぞれ圧接される。また、給紙ローラ支持板
５３，５４の押し当て位置に向けての回転により分離板位置決め用ローラ３２もロール記
録紙２４の外周に押し付けられる。この押し付けにより分離板３１が接近位置に位置決め
される。その後、蓋１９を閉めることで、給紙マガジン１０への記録紙ロールユニット１
３の装填作業が完了する。
【００４０】
このような給紙マガジン１０は、例えば記録紙４０として感熱記録紙が収納され、図７に
示すように、カラー感熱プリンタ１００のマガジン装填部１０１にセットされる。セット
すると、プリンタ１００内で蓋１９がケース本体２０に向けて押さえられる。
【００４１】
　マガジン装填部１０１の内部には、突起１０２が配されている。突起１０２は、操作部
３０が圧接解除位置になっているときに給紙マガジン１０に設けた押さえ忘れ防止用レバ
ー８９に当接し、圧接位置のときには当接しないようになっている。当接したときには、
突起１０２が押さえ忘れ防止用レバー８９を回転さ て操作部３０が圧接位置に操作され
るようにレバー８０を回転させる。これにより、給紙マガジン１０にロール記録紙２４を
セットするときに操作部３０を圧接位置に操作するのを忘れても、マガジン装填室１０１
に装填したときに自動的に操作部３０を圧接位置に移動するため確実に記録紙を給紙する
ことができる。
【００４２】
　カラー感熱プリンタ１００は、プリント操作が行われると、駆動部を駆動して遮蔽蓋３
５を開いた後にプリンタ側の送りモータによって給紙ローラ１４を回転させる。このとき
、ロール記録紙２４の外周先端は、第１押さえローラ２６と給紙ローラ１４との間の範囲

に位置している。第１押さえローラ２６は、ロール記録紙２４の外周先端から巻き取り
方向に向けた位置を押さえている。ロール記録紙２４が送り出し方向に回転すると、押さ
えローラ２６がロール記録紙２４の外周先端近傍を押さえているため、その外周先端が給
紙ローラ１４との間に確実に入り込む。そして、ロール記録紙２４の外周先端が給紙ロー
ラ１４の圧接位置を超えてから分離板３１で掬われ、ガイド部材１６により送出口３４に
向けて案内され、送出口３４を通して記録紙４０がプリンタ１００の内部に送られる。
【００４３】
プリンタ１００内に送り出された記録紙４０は、搬送ローラ対によってペーパーリザーバ
ー１０３を通って三色面順次方式の記録部１０４に搬送される。記録部１０４は、記録紙
４０を送り出し方向とその逆方向との往復搬送しながら、その送り出し方向への搬送中に
イエロー、マゼンタ、シアンの各色の記録と定着とを行う。
【００４４】
記録終了後には、記録紙４０をカッタ部１０５に搬送する。カッタ部１０５では、記録紙
４０の切断予定位置がカッタの切断位置に合った後にカッタを作動する。これにより画像
が記録された記録紙４０は、帯状記録紙から１枚のシートに切り離される。切り離された
シートは排出口１０６からプリンタ１００の外部に排出される。連続してプリントする場
合には、切断した先端を記録部１０４まで戻した後に前述と同じようにして次の画像が記
録紙４０に記録される。また、プリント作業を終了すると、搬送ローラを逆転し、かつロ
ール記録紙２４を巻き取り方向に回転させて帯状記録紙４０の先端を給紙マガジン１０内
に引き戻す。なお、この引き戻し量は予め決定されており、記録紙４０の先端が給紙ロー
ラ１４を過ぎて戻されることのないようになっている。
【００４５】
ロール記録紙２４の交換は次のようにして行われる。マガジン装填部１０１から取り出さ
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れた給紙マガジン１０は、記録紙４０が無くなっているので、圧接用バネ８３の引っ張り
付勢により給紙ローラ１４や他のローラ２６，２７，３２が、未使用のロール記録紙２４
に当接する位置よりもロール記録紙２４の中心に向けて寄った状態となっている。そして
、操作部３０を圧接解除位置に操作すると、回動板８２が倒伏位置となって給紙ローラ支
持板５３，５４への圧接用バネ８３の引っ張り付勢がなくなる。これにより、給紙ローラ
支持板５３、５４が回動軸５７を中心として反時計方向に回転してストッパ５８に当接し
て押し当て解除位置に保持される。これにより、図４に示した状態となるので、簡便に記
録紙ロールユニット１３を取り出すことができる。
【００４６】
なお、上記実施形態では、操作部３０の操作に連動してより給紙ローラ１４、また他のロ
ーラ２６，２７，３２を移動しているが、蓋１９の開閉に連動してこれらローラ１４，２
６，２７，３２を移動させてもよい。
【００４７】
また、押さえローラ２６，２７に代えて板バネや線材を丸く折り曲げた部材などでロール
記録紙２４の外周先端を押さえるようにしてもよい。さらに、押さえローラ２６，２７と
しては、給紙ローラ１４を挟んだ二カ所に設けているが、１個でもよい。１個の場合には
、分離板３１などによる規制を受けずにロール記録紙２４の外周先端の位置合わせ範囲を
広く取ることができるため、分離板３１側の第２押さえローラ２７を省略して第１押さえ
ローラ２６の方を用いるのが望ましい。また３個以上設けても良い。
【００４８】
上記実施形態では、給紙マガジン１０に本発明を用いているが、ロール記録紙をプリンタ
の記録紙収納室に直接にセットする場合には、本発明をプリンタの記録紙収納室に用いる
。本発明の記録紙収納装置としては、給紙マガジンやプリンタの記録紙収納室、カートリ
ッジなどにロール記録紙を収納する装置であればいずれにも採用することができる。
【００４９】
　また、上記実施形態では、給紙ローラ１４をロール記録紙２４の外周に圧接しているが
、逆に、給紙ローラを固定にしてロール記録紙２４を給紙ローラに向けて移動させる構成
としてもよい。この場合には、一対のガイド板にロール記録紙の両軸を挿通する溝を一対
設け、一対の溝を給紙ローラに向けて形成しておき、押圧手段で両軸を給紙ローラに向け
て押圧すればよい。押さえローラは、ロール記録紙２４の 時に邪魔にならないよう
に退避することができるようにしておけばよい。
【００５０】
上記実施形態では、カラー感熱プリンタ用の給紙マガジン１０としたが、この他に、銀塩
式写真プリンタ用の印画紙の給紙マガジンに本発明を実施してもよい。また、遮光や防湿
を必要としない通常の普通紙用の給紙マガジンに本発明を実施してもよく、この場合にも
、ロール記録紙をワンタッチ式に簡単にプリンタ等にセットすることができ、しかも記録
紙の送り出しを確実に行うことができる。
【００５１】
【発明の効果】
　以上のように、本発明の記録紙収納装置では、

ロール記録紙
の外周先端の位置合わせ範囲が押さえ部材と給紙ローラとの間の広い範囲となり、ロール
記録紙のセット作業が簡便になる。また、押さえ部材を移動手段によって退避させるよう
にすると、ロール記録紙をセットするときに押さえ部材に当接することがないため、ロー
ル記録紙のセットが楽に行える。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の記録紙収納装置を用いた給紙マガジンの断面図であり、要部を簡略して
記載している。
【図２】記録紙ロールユニットの分解斜視図である。
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セット

給紙ローラの回転軸に取り付けた支持板
の先端に押さえ部材を設け、この押さえ部材でロール記録紙の外周のうちの給紙ローラに
対して送り出し方向とは逆の方向に寄った位置を押さえるようにしたから、



【図３】操作部の操作に連動して各ローラをロール記録紙に押し付ける機構を示した分解
斜視図である。
【図４】記録紙ロールユニットをセットした状態のマガジンを示す断面図である。
【図５】記録紙ロールユニットを取り出した状態のマガジンを示す断面図である。
【図６】記録紙ロールユニットをセットし、蓋をした状態のマガジンを示す断面図である
。
【図７】給紙マガジンをセットするプリンタを概略的に示す説明図である。
【符号の説明】
１０　給紙マガジン
１３　記録紙ロールユニット
１４　給紙ローラ
２４　ロール記録紙
２６　第１押さえローラ
２７　第２押さえローラ
３０　操作部
３１　分離板
３２　分離板位置決め用ローラ
３４　排出口
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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